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Ⅰ.会社概要



事業目的と概要
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会社名 株式会社セキュアヴェイル

（英文表記：SecuAvail Inc. ）

創業年月日 2001（平成13）年 8月 20日

代表者 代表取締役社長 米今政臣

証券コード 3042

従業員数（連結） 94名（2024年3月31日現在）

事業内容 コンピュータセキュリティの運用・監視・ログ分析サービス

本店所在地 〒530-0044

大阪府大阪市北区東天満1-1-19 

アーバンエース東天満ビル

子会社 株式会社キャリアヴェイル

株式会社LogStare

当社グループは、インターネット黎明期である2001年の創業以来、情報セキュリティ対策に特化した専業事業者とし

て、お客様にシステム環境を「安全に健やかに使い続けていただくこと」を追求してきました。

社会経済活動を支える必要不可欠なインフラとして、お客様のネットワーク・セキュリティ運用を、24時間365日体

制で、責任を持って、お手伝いさせていただくことが、創業時からのサービスポリシーです。

当社グループは、当社、連結子会社２社（株式会社キャリアヴェイル、株式会社LogStare）の計３社で構成されてお

ります。



企業理念と使命（ミッション）
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企業理念

当社の使命（ミッション）

最高の品質のサービスを提供させていただくことにより

お客様の業務発展に貢献し、従業員とその家族を幸せにし

会社の発展と社会・地域社会に貢献することを目的とする

「貢献」

お客様のシステムセキュリティを確保し、

事業運営を安心して継続されるためのシステム運用支援者として、

安全で役立つサービスを提供する会社として、

末永くお付き合いいただける企業を目指してまいります。



Ⅱ.市場環境



主たる事業の市場環境
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情報セキュリティ市場の環境では、システムの脆弱性を突いたサイバー攻撃が後を絶たず、国内外の様々な企業で被害

が発生しており、社会経済に与える影響は深刻化しています。

セキュリティインシデントや情報漏洩は年々増加傾向にあり、情報セキュリティ対策やログ管理の重要性が益々高まっ

ております。

出所：JNSA調査研究部会「2022年度国内情報セキュリティ市場踏査報告書」

2,270 2,280 2,312 2,353 

2,145 2,417 2,760 3,163 

906 
939 

968 
1,000 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

情報セキュリティサービス市場

コンサルティング／診断サービス マネージド・運用サービス 周辺サービス

（億円）

5,322

6,039
5,636 

6,516 



Ⅲ.事業内容



2024年3月期 連結売上高構成及び連結コスト構成
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当社グループは、ネットワーク・セキュリティ運用・監視サービス及び各種セキュリティ運用基盤の開発・販売を主

とする「情報セキュリティ事業」、情報セキュリティエンジニアを育成し派遣する「人材サービス事業」を展開してお

ります。
単位：百万円【連結コスト構成】

情報セキュリティ事業

928

（84.5%）

人材サービス事業

170

（15.5%）

情報セキュリティ事業

売上高 928百万円

（構成比84.5％）

＜内訳＞

①商品売上：製品及び製品保守の販売

売上高 178百万円（構成比16.3％）

②サービス売上

売上高 750百万円（構成比68.3％）

SOCサービス及び各種セキュリティ運用基盤の開発・販売

【連結売上高構成】

655
(57.9%)

253
(22.4%)

60
(5.3%)

44
(3.9%)

117
(10.4%)

売上原価 人件費 支払手数料

研究開発費 その他経費



情報セキュリティ事業
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当社グループの主たるビジネスである情報セキュリティ事業は、セキュリティ運用監視サービス「NetStare（ネット

ステア）」を主に展開する「株式会社セキュアヴェイル」、より付加価値の高いサービスを提供するため、「ユーザー

の運用に役立つ」というサービスコンセプトの下に各種セキュリティ運用基盤の開発・販売を主たる事業とする「株式

会社LogStare（ログステア）」の２社の事業部門から構成されております。

自社開発した各社のサービスの特徴が、グループとしての競争優位性を実現しています。

株式会社LogStareの提供する

ログステア

「LogStare」とは、システム監視、ログ管理、AI予測、すべての機能

を1つのソフトウェアで実現する、次世代のマネージド・セキュリティ・プ

ラットフォームです。

従来のセキュリティ運用ソフトは、システム監視とログ管理に分かれ、

さらにレポート作成や将来予測のための分析ツールも別途必要とな

り、すべてを導入し適切に運用することは、お客様の大きな負担と

なっていました。「LogStare」は、セキュアヴェイルのSOCが実際に実

務で使うレポートテンプレートが標準搭載されており、導入直後から

すぐに使用できます。導入障壁・導入コストを最低限に抑え、多機

能を1つのソフトウェアで実現し、かつクラウドで提供できることが、他

社にはない強みです。

株式会社セキュアヴェイルの提供する

ネットステア

「NetStare®」とは、24時間365日体制でお客様のネットワークイン

フラを監視し、機器故障、通信障害、サイバー攻撃などをいち早く

発見する、統合セキュリティ運用サービスです。SOC (Security 

Operation Center)とNOC (Network Operation Center)を融

合させたプロフェッショナルサービスであり、日々のシステム監視やセ

キュリティ運用はもちろん、機器の設定代行、ログ分析・リスク分析、

セキュリティポリシーの改善提案、ネットワークの脆弱性診断など、お

客様のITセキュリティを総合的に支援する、業界でも数少ない自社

開発による純国産のSOCサービスです。

注：株式会社キャリアヴェイルが提供する「CustomerStare」につきましては、事業規模も僅少であることから、記載を省略しています。



情報セキュリティ事業における垂直統合型ビジネスの確立
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当社グループの主力サービスである統合セキュリティ運用サービスにおいて、セキュリティ監視・運用に欠かせない

現場の最新の動向・情報が常に最新に保たれる「垂直統合型ビジネス」を確立しています。



人材サービス事業
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人材サービス事業は、連結子会社

「株式会社キャリアヴェイル」を通じ

て、お客様への情報セキュリティエン

ジニア派遣を主としております。

効果的な情報セキュリティ対策を行

うには、専門知識を有するプロフェッ

ショナルの助力が必要であることから、

情報セキュリティエンジニアを育成し、

派遣することで、ネットワーク化の進

行する社会の要請に応えるべく、情報

セキュリティエンジニア不足に悩むお

客様のニーズの獲得に取組んでおりま

す。

また、単に情報セキュリティエンジニアを派遣するだけでなく、上図のように情報セキュリティ事業の既存のお客様

へ従来の運用監視サービスに、情報セキュリティエンジニア派遣サービスを合わせたハイブリッド型のビジネスモデル

をご提案できることも他社にはない強みであると認識しております。



主力のセキュリティ運用監視サービス（SOCサービス）においては、

医療機関向けサイバーセキュリティ対策に特化したサービス「NetStare

for Medical」や自動車産業サプライチェーン向けサービス「NetStare for 

OT/IoT」などの企画・開発に注力し、サービスラインナップを拡充。

また、子会社LogStare（ログステア）では、「LogStare for AWS」など

クラウド環境に対応した各種セキュリティ製品開発や運用基盤の強化

を図りました。

事業の取組み状況
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パートナーとの戦略的提携を推し進め、セールスパート

ナー（12社）、テクニカルパートナー（16社）、技術提携

パートナー（14社） 、SOCパートナー（2社）計44社（前期比

＋10社増加、当初目標達成）と拡大しています。情報通信事

業者のみならず、自治体・学校法人や医療機関にも販路拡大。

また、プロダクトマーケティング＆セールス（含インサイド

セールス）

４名採用し、

営業体制を

強化しました。

新規

顧客

✓ 新規パートナーとの戦略的提携

（新たな業界で販売網の拡大）

✓ 地方自治体、公共、医療等セグメント向

けストック型サービスの提供

✓ 新規サービスの企画・開発

✓ クラウド環境に対応したセキュリティ製品の

開発

✓ 自社開発ソフトウェアのラインアップを拡充

既存

顧客
✓ ストック型サービスの契約更新、アップセル ✓ グループ会社の持つサービスのクロスセル

既存製品・サービス 新製品・サービス

従来から強みとしているストック型サービスであるセキュリティ運用監視サービス（SOCサービス）の新規契約獲得、契約更新を軸に、

安定した収益基盤の確立に取り組みました。

既存顧客との契約継続、更にはアップセル、クロスセルの取引拡大に向けて、顧客フォローに技術スキルを保有する担当者を加えるな

ど体制の一層強化を図りました。



Ⅳ.業績ハイライト



事業セグメント別売上推移
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人材サービス事業は、情報セキュリティエンジニア志

望者を募集し、セキュアヴェイルの豊富な経験を基にし

た独自の育成プログラムを基に実習訓練を実施し派遣す

る、という特色を持ったビジネスモデルを提案しており

ます。

2024年3月期は売上高170百万円（前期比+14.7%）、売

上高構成比15.5%（前期14.4%）となりました。

情報セキュリティ事業の売上構成は、月額料金で継続

性の高いサービスであるセキュリティ運用監視サービス

を中心に、営業活動においても、安定したストック型

サービスの新規獲得、契約更新に注力しております。

2024年3月期はサービス売上高750百万円（前期比

+6.8%）、売上高構成比68.3％（前期：68.2％）となりま

した。引き続き、安定した収益の源泉であるストック型

サービスの新規獲得、契約更新に取組むことで、収益性

を高めてまいります。

人材
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情報
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連結業績サマリー
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既存顧客との契約更新に加え、新規案件獲得に取り組みました。特に、医療機関向けソリューション「NetStare for 

Medical」などの新サービスの企画開発やリリースに注力しました。また、子会社LogStareでは自治体や大学での導入が

進みました。しかしながら、協業パートナー開拓の遅れや新規サービス案件の商談遅延、導入時期の延期、既存顧客の

一部解約などの要因により、計画通りには進捗しませんでした。

2023年3月期

実績

2024年3月期

業績予想※

2024年3月期

実績

前期比 業績予想

達成率
増減額 増減率

売上高 1,029 1,250 1,098 ＋69 ＋6.8% 87.9%

情報セキュリティ事業 880 ー 928 ＋48 ＋5.4%

人材サービス事業 148 ー 170 ＋22 ＋14.7%

売上原価 615 ー 655 ＋40 ＋6.6%

売上総利益 413 ー 443 ＋30 ＋7.1%

販売管理費 448 ー 475 +27 ＋6.1%

営業利益 △34 30 △32 ＋2 ー ー

営業利益率（%） △3.4% 2.4% △3.0% ー ＋0.3pt

経常利益 △30 30 △38 △8 ー ー

税引前当期純利益 △35 ー 343 ＋378 ー

親会社株主に帰属する

当期純利益
△44 245 228 ＋272 ー 93.5%

（単位：百万円）

※2023年9月15日発表
業績予想



2025年3月期 連結業績予想
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業績予想につきましては、売上高は前期比＋12.8%増の成長を見込み、1,240百万円。

売上成長を実現するための投資を実施つつ、営業利益50百万円、経常利益48百万円を目標として、黒字化を計画。

重点施策であるパートナーとの連携強化によるアップセルや新規顧客の獲得に取組むとともに、前期に企画・開発した

サービスラインナップの拡販による売上拡大、利益改善に注力して参ります。

2023年3月期

実績

2024年3月期

実績

2025年3月期 業績予想

計画 前期比増減額 前期比増減率

売上高 1,029 1,098 1,240 ＋142 ＋12.8%

営業利益 △34 △32 50 ＋82

営業利益（％） △3.4% △3.0% 4.0% ー ＋7.0pt

経常利益 △30 △38 48 ＋86

親会社株主に帰属

する当期純利益
△44 228 33 △195 △85.5pt

単位：百万円

黒字化

黒字化



Ⅴ.成長戦略



単位：百万円
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業績予想につきましては、2025年3月期から2027年3月期にかけて、売上規模を1.3倍以上に拡大させるとともに、収益改

善を図り、2026年3月期は売上高1,450百万円、営業利益102百万円、経常利益100百万円、また、2027年3月期は売上高

1,680百万円、営業利益160百万円、経常利益158百万円を目標としています。

【前回資料（2023年6月27日開示）からの更新事項】

2024年3月期実績が予想を下振れたことを踏まえ、目標を修正し、ローリング。

今回見通し 前回見通し（2023年6月27日開示）

2025年3月期
（予想）

2026年3月期
（目標）

2027年3月期
（目標）

2024年3月期
（実績）

2025年3月期
（予想）

2026年3月
（目標）

2027年3月期
（目標）

2024年3月期
（実績）



中期業績目標
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2025年3月期
（予想）

2026年3月期
（目標）

2027年3月期
（目標）

2024年3月期
（実績）

2025年3月期
（予想）

2026年3月
（目標）

2027年3月期
（目標）

2024年3月期
（実績）

今回見通し 前回見通し（2023年6月27日開示）

△ 38
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30 

85 

160 

△ 50

0

50

100

150
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経常利益

228

33 
70 

109 
21 

57 

108 

0

50

100

150

200

250

当期純利益

単位：百万円



成長に向けた重点施策
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１．パートナー戦略

●既存パートナー（44社）深耕
・パートナー支援、コンテンツ拡充
・パートナー向けカスタマイズサービスの企画、開発
●新規パートナー開拓（目標：年間10社獲得）
・パートナー向けウェビナー、セミナーの企画・開催
・展示会、イベント出展
・特定業界向け（重点分野：医療、製造業（OT/IoT））
向けの新サービス企画、共同開発

２．営業戦略

・新規開拓、既存顧客深耕のための体制強化
・プロダクトマーケティング＆セールス人材増員（2~3名）
・沖縄カスタマーサービスセンター拡充によるインサイド
セールス活動の強化



成長に向けた重点施策
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３．製品・サービス戦略
・サービスの付加価値化
・市場セグメントに応じた製品・サービスラインナップを拡充
…「NetStareシリーズ」、「LogStareシリーズ」

（１）「NetStare for Medical」
病院などの医療機関のサイバーセキュリティ対策に特化したセキュリティ運用（SOC）サービスです。

近年被害が深刻化しているサプライチェーン攻撃やランサムウェア攻撃への対策など、病院が直面している課題や、病院規模・
予算に応じて5つのサービスから必要な対策を選択いただけます。



成長に向けた重点施策
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（２）「NetStare for OT/IoT」
近年、自動車産業におけるサイバー攻撃による被害が深刻化しており、「NetStare for OT/IoT」は自動車産業サプライチェー
ンを守るためのセキュリティ運用（SOC）サービスです。

ネットワーク監視

ログ管理

境界防衛

UTM MSS
内部脅威監視 ランサムウェア検知

VPN接続と

脆弱性管理

Microsoft 365

ログ管理
セキュリティ診断

７つのサイバーセキュリティ対策ラインナップ



成長に向けた重点施策
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（３）「ランサムウェア攻撃検知アプライアンス」
Active DirectoryやファイルサーバーなどWindowsサーバーの監査ログを監視し、独自の検知ロジックでランサムウェアの侵
入・潜伏を検知、被害の拡大を防ぎます。
エージェントレスなので、既存環境への閉胸が極小、専用サーバーやOS調達の手間もなくスピード導入可能、置くだけでラン
サムウェア攻撃対策が実現する小型アプライアンスです。

導入例
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（１）「LogStare for AWS」

LogStareがAWS CloudTrail, AWS WAF など AWS のセキュリティ機能のログ分析と監視を自動化。
ハイブリッド・マルチクラウド時代のセキュリティ運用を支援します。

ご参考：「LogStare Collector」が、アマゾン ウェブ サービス（以下AWS）が認定するサービスレディプログラムにおいて、AWS 

WAF サービスレディ認定を取得しました。
国産ソフトウェアメーカーによるAWS WAF サービスレディの実績は少なく、LogStareは2社目（自社調べ）の認定となります。
AWSのサービスレディプログラムは、AWSパートナーが持つソフトウェア製品が特定のAWSサービスと連携することを、AWS

パートナーソリューションアーキテクトが技術的に検証し、認定するものです。
LogStare CollectorはAWS WAFのログ分析・ログ管理において複数の国内ユーザーへの導入実績があり、この度AWSパート
ナーソリューションアーキテクトのレビューを受けてAWS WAF サービスレディに認定されました。

「LogStare」に生成AIを活用したログ分析機能のアルファ版を搭載
（６月12日幕張メッセで開催したInterop Tokyo 2024にて展示）

従来LogStareが得意としているログの収集・正規化・レポート作成の自動化に加え、新たに生成AIによるログ
レポートのインサイトを提供することで、SOC（Security Operation Center）の業務効率と成果を最大化。
企業の意思決定を強力にサポートします。

×生成AI
（α版）

（２）生成AI
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４．M&A・投資戦略

・事業シナジーが見込まれる企業へのM&A・投資により
成長を加速化
ーセキュリティ、AI、システム開発等の重点分野

（※M&A・投資について、現在具体的な案件はありません。）

5．IR戦略
・当社Webサイトのコンテンツ充実化
・新規製品・サービスのリリースなど当社グループ事業に
関わる情報発信を強化



Ⅳ.認識するリスク
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リスク概要 可能性 時期 影響度

重要度の

前年からの

変化

当社の対応方針

情報管理について 小 不明 大 同

社内システムは複数のファイアウォール、アンチウィルスシステム、メール

チェックシステムにより保護され、セキュリティの信頼性を高めております。

主要サーバーは複数台で稼働させる方式をとっており、無停電かつ厳

重に管理された耐障害性のあるデータセンターに設置され、事故、障害

時に迅速に回復できるよう運用しております。また、当社グループは、す

べての役員、従業員との間において入社時及び退職時に機密保持に

かかる「秘密保持契約書」を個別に締結するなど、情報の漏洩の未

然防止に努めております。

システム障害について           中 不明 大 同
想定される障害に備え、自家発電装備を備えた耐震性、漏水防止

性、防火性等に優れたインテリジェントビルでのサービス提供、及び技

術的対応を講じております。

競合について                     中 中長期 不明 同
当社の経営資源と新しいテクノロジー要素を組合わせた新製品・サービ

ス開発への中長期的な投資を行います。

当社の将来の成長と事業計画の実行に影響を及ぼすと思われるリスク

※上記は、有価証券報告書に記載する「事業等のリスク」から一部抜粋したものであり、詳細は有価証券報告書の「事業等のリスク」を参照してください。



本資料に関するご留意事項

28© SecuAvail Inc.

本資料には、当社グループに関する見通し、将来に関する計画、業績目標などが記載されてい

ます。これらの将来の見通しに関する記述は、将来の事象や動向に関する当該記述を作成した時

点における仮定に基づくものであり、実際には今後の様々な要因によって、予想数値と異なる可

能性があります。

次回の「事業計画及び成長可能性に関する事項」の開示時期は、2025年6月を予定しております。
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安心のみえる化 - SECurity for the futURE -


	スライド 0: 事業計画及び成長可能性に関する事項
	スライド 1: 目次
	スライド 2: Ⅰ.会社概要
	スライド 3: 事業目的と概要
	スライド 4: 企業理念と使命（ミッション）
	スライド 5: Ⅱ.市場環境
	スライド 6: 主たる事業の市場環境
	スライド 7: Ⅲ.事業内容
	スライド 8: 2024年3月期　連結売上高構成及び連結コスト構成
	スライド 9: 情報セキュリティ事業
	スライド 10: 情報セキュリティ事業における垂直統合型ビジネスの確立
	スライド 11: 人材サービス事業
	スライド 12: 事業の取組み状況
	スライド 13: Ⅳ.業績ハイライト
	スライド 14: 事業セグメント別売上推移
	スライド 15: 連結業績サマリー
	スライド 16: 2025年3月期　連結業績予想
	スライド 17: Ⅴ.成長戦略
	スライド 18: 中期業績目標
	スライド 19: 中期業績目標
	スライド 20: 成長に向けた重点施策
	スライド 21: 成長に向けた重点施策
	スライド 22: 成長に向けた重点施策
	スライド 23: 成長に向けた重点施策
	スライド 24: 成長に向けた重点施策
	スライド 25: 成長に向けた重点施策
	スライド 26: Ⅳ.認識するリスク
	スライド 27: 認識するリスク
	スライド 28: 本資料に関するご留意事項
	スライド 29

